
第39回 Bluesky 勉強会 発表資料

議員勇退後、1年間の活動について

～障害者福祉ITによる賃金向上と、30本目の議員立法成立の軌跡～

発表者

前参議院議員 山本 博司（元厚生労働副大臣）

日程

令和8年7月28日



本日お話しすること

01 障害者デジタルしごと応援事業
日本財団アドバイザーとして歩んだ1年

02 議員立法への取り組み・活動
➁医療的ケア児支援法改正

03 その他の活動

04 参考・現在の活動先
日本財団・JDDnet・その他団体等
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➀高次脳機能障害者支援法 ➂発達障害者支援法改正

➁各イベント・講演会などに登壇➀障害者の「親なきあと」の支援



01 日本財団「障害者デジタルしごと応援事業」
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日本財団 尾形会長を表敬訪問
現場のデジタル化業務を確認

全国の参加施設を 順
次視察・10ヵ所超へ

参議院議員任期満了と同時に 日本財
団アドバイザーへの就任打診

2025.7.28 2025.11.25 2026.2.2～

アドバイザー就任後は、国立国会図書館の蔵書デジタル化に参加する障害者福祉施設を全国で継続的に訪問し、現場の声を政策・仕組みづくりに反映
させている。



01 障害者デジタルしごと応援事業
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要約
国立国会図書館の蔵書デジタル化事業に、福岡や熊本など
の障害者施設8か所が7月から参加する。新型コロナの影響
などで閲覧デジタル化の需要が高まる中、日本財団が約3
万冊分の業務を約3億7000万円で落札し、障害者施設へ委
託する仕組みだ。

作業を行う施設「あけぼの園」などには、日本財団から専
用スキャナーや保管庫など約9700万円分の設備が助成され
た。利用者は専用スキャナーによる撮影や画像チェックと
いった高い精度と専門性が求められる業務を担当する。

これにより、就労継続支援B型事業所における利用者の賃
金は、全国平均（月約1万5千円）の3倍以上となる月約5万
円が見込まれている。一般企業と同等水準の専門的な実績
を積み重ねることで、障害者の賃金向上や自立支援、雇用
の機会拡大につなげる狙いがあり、参加者からも高いやり
がいと期待が寄せられている。

国会図書館蔵書本のデジタル化 福岡などの障害
者担う…高い専門性 賃金アップ
読売新聞 九州版 2022年6月22日付



01 障害者デジタルしごと応援事業

国立国会図書館の蔵書デジタル化参加施設の配置（1）

国立国会図書館
蔵書送付

データ納品
日本財団 機器整備助成 セルプセンター福岡

共同受注窓口

↓ 拠点施設へ ↓

大野城市
拠点施設

北九州市
拠点施設

桂川町
拠点施設（令和7年～）
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01 障害者デジタルしごと応援事業

01

授受・保管

リストと照合
保管庫に格納

02

事前調査

劣化状況等確認

03

スキャニング

1点ずつ丁寧に読取

04

画像検査

画像データ確認

05

データ入力

サムネイル・目次
データ作製

06

返却

原本を図書館へ返却
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国立国会図書館の蔵書デジタル化参加施設の配置（2）



01 障害者デジタルしごと応援事業

参加施設は全国に拡大

8 → 13
参加施設数（ヵ所）

2024年度 → 2025年度

2024年度（8ヵ所）

宮城 2

東京 1

福岡 3

熊本 1

2025年度（5ヵ所）

青森 東京 1 大阪 福岡 2
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セルプセンター福岡（あけぼの園）

福岡コロニー

熊本県コロニー協会

セルプセンター福岡（インクルとばた）
セルプセンター福岡（ひなの家）

大阪精神障害者就労支援ネットワーク
東京コロニー（コロニー東村山）

東京コロニー（大田福祉工場）

セルプセンター福岡（たんぽぽ）

山形県コロニー協会

宮城県障がい者福祉協会
共生福祉会

→

→ 2026年度以降

20
青森県コロニー協会

山形 1

島根県
鳥取県

徳島県

香川県

愛媛県 高知県

北海道

デジタルラボ江戸川

2026年度以降（予定含む）

東京 北海道 徳島

鳥取

愛媛

高知

香川

島根



01 障害者デジタルしごと応援事業

東京コロニー 東村山を視察
2026年2月2日 アドバイザー就任後、初の視察活動

日本財団アドバイザー就任後初の活動として、東京コ
ロニー「コロニー東村山」を視察。同所は日本財団と
連携し、障害者施設として日本初の国立国会図書館蔵
書デジタル化事業を展開。
高度な品質管理により、知的障害のある利用者の工賃
が月9万円を超えるなど、専門性の高い職域拡大と賃金
向上を実現しています。今後はこのモデルを全国の施設
へ広げ、公文書館等のデジタル化にも官民連携で取り組
む方針。

月9万円超 知的障害のある利用者の工賃実績
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01 障害者デジタルしごと応援事業 国立国会図書館以外にも広がる受注
障害者優先調達推進法による自治体からの受注（福岡県内のケース）

8部署90件
県庁内デジタル化ニーズ

1,763万コマ
デジタル化の要望総量

7,140万円
県予算（2023年度）

デジタル化を希望する文書の内訳（計 約492万コマ）

業務管理資料（地図・図面等） 24%

個人情報・相談記録 16%

会議資料 15%

手順書・マニュアル 13%

その他（契約書・稟議書等） 32%
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01 障害者デジタルしごと応援事業 全国の拠点視察
公明党 竹谷代表他と江戸川視察

2026年5月11日
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地元県議・市議らと熊本市の施設を視察
2026年6月8日

東京コロニー東村山
2026年2月2日

デジタルサービスセンター大阪(DSC)
2025年11月1日

セルプセンター福岡（あけぼの園）
2026年3月23日

インクルとばた(北九州市)
2026年3月23日

東京コロニー太田福祉工場
2026年5月11日

デジタルラボ江戸川
2026年5月11日



01 障害者デジタルしごと応援事業 新たな拠点拡大・全国展開

島根県（2026年6月1日）
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平井鳥取県知事と懇談
2026年6月3日

池田香川県知事と懇談
2026年7月1日

後藤田徳島県知事と懇談
2026年5月14日

北海道（2026年6月11日）

愛媛県（2026年4月20日）

高知県（2026年5月22日）

鹿児島県メンバーと（2026年5月12日）

東京（2026年5月11日）



01 障害者デジタルしごと応援事業 新たな拠点拡大・全国展開
原田参議院議員事務所にて 国立国会図書館・国立公文書館・NHK・国税庁・内閣府の担当官からヒアリング

九州
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東京都庁ヒアリング
（2026年6月4日）

参議院決算委員会にて、障害者デジタルしごと応援事業について質問（2026年5月25日）



01 障害者デジタルしごと応援事業

7月23日 公明新聞3面にて紹介
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就労継続支援Ｂ型事業所の平均月額工賃が約2万4,000円にとどま
る中、紙文書のデジタル化作業が障害者の特性を生かした工賃向
上の施策として注目されています。

国会図書館や自治体の公文書デジタル化を障害者施設が受託する
ことで、エラー率の低い高品質な作業を実現し、月額10万円を超
える工賃支給や一般就労への道も開かれています。

こうした障害者の賃金向上や新たな活躍の場作りを目指し、山本
博司前参議院議員が中心となって推進してきた取り組みを、原田
大二郎参議院議員が引き継ぎ後押ししています。

原田議員は参院決算委員会で、行政文書のデジタル化を「障害者
優先調達推進法」に基づく発注へ結び付ける意義を指摘し、地方
自治体への財政支援や優良事例の共有を国に強く訴えました。
公明党は国と地方の連携を通じて、デジタル分野を活用した障害
者の工賃向上支援を強力に進めています。

紙文書デジタル化で障がい者が活躍
特性生かし工賃向上を実現



高次脳機能障害者支援法
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02-➀
【議員勇退後に！ 臨時国会で３０本目の法整備へ！】

患者・家族の悲願実る「高次脳機能障害支援法が成立」
（2025年 12月16日）

2018年 公明党「高次脳機能障害支援対策PT」設置。
2023年 自民党との勉強会スタート。
2025年4月 超党派議員連盟幹事長。
2025年12月 臨時国会にて高次脳機能障害支援法成立。



02-➀ 高次脳機能障害者支援法
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高次脳機能障害者支援法

概要要約
本法（令和7年12月公布、令和8年4月施行）は、外見上判
断しにくく理解が進みにくい高次脳機能障害者（推計23万
人）とその家族に対し、地域やライフステージを問わず切
れ目のない支援を提供することを目的としています。

主なポイント
•基本理念: 尊厳の保持、社会的障壁の除去、関係機関の連
携による継続的支援、地域に依らない平等な支援の確保。
•具体的施策: 生活・教育・就労支援や家族支援、専門人材
の確保、啓発活動を総合的・計画的に実施。
•体制整備: 都道府県による「支援センター」設置や専門医
療機関の確保、関係機関が連携する「地域協議会」設置の
努力義務を規定。



４月施行に向けて実効性を高め地方格差是正のため

➀ 医療・福祉・就労の現場視察
1月26日 なやクリニック 納屋院長と意見交換

NPO法人 クロスジョブ 阿倍野

➁ 各県を廻り公明党議員と懇談➱議会質問へ
1月5日 目黒・1月8日 兵庫・1月17日 高知・1月22日 徳島・
1月24日 愛媛・1月25日 香川・1月31日 神奈川・3月21日 長崎・
3月23日 福岡

➂ マスコミとの連携
NHKと連携し施行日（2026年4月1日）に放映
2026年1月29日・6月4日
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02-➀ 高次脳機能障害者支援法

大阪府堺市・大阪市阿倍野区
2026年1月26日



医療的ケア児支援法の改正
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02-➁

2015年 永田町こども未来会議 発足
2021年 医療的ケア児支援法が成立

超党派医療的ケア児支援議員連盟 幹事長
2025年 勇退後 同議員連盟 顧問
2026年 7月24日 医療的ケア児支援法改正 成立

（2027年4月1日 施行）

日常的に医療ケアが必要な子どもへの支援法改正案が、7月24
日の参院本会議で全会一致により可決・成立しました（2027年
4月施行）。
改正法では支援対象が18歳以上の医療的ケア者や重症心身障が
い者まで拡大され、保護者の休息確保を図る「レスパイト入
院」の充実や地域格差の是正を目指します。

成立に先立ち公明党の竹谷とし子代表らは関係団体と懇談。関
係者からはレスパイトの利用が本人の自立支援につながると期
待する声が上がりました。質問を重ねてきた原田大二郎参院議
員は、地方とのネットワークを生かして実効性のある制度運用
に力を尽くすと語りました。



医療的ケア児支援法の改正
支援の切れ目をなくすために
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本法律案は、成長後を見据えた支援対象の拡大
と施策の充実を図るため、「医療的ケア児及び
その家族に対する支援に関する法律」を改正す
るものです。

対象の拡大: 支援対象に「医療的ケア児等」お
よび「重症心身障害者（児）」とその家族を追
加し、題名も変更します。

支援施策の充実: 保育・教育体制の拡充（介護
従事者の配置等）、レスパイトや就労・住居の
確保、切れ目ない医療の提供、ピアサポートを
推進します。

センターの強化・協議会新設: 設置主体を政令
市等にも拡大し、相談支援や災害時対応を強化
する「医療的ケア児等支援センター」への改称
や「地域協議会」の新設を行います。
（施行期日：令和9年4月1日）

02-➁ 医療的ケア児支援法の改正



医療的ケア児支援の歩み
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議員勇退後の医療的ケア関連の活動

・超党派議員連盟総会 18回

・超党派議員連盟インナー会議 11回
団体ヒアリング
（ALS・筋ジストロフィー・全国脊椎損傷者連合会）

・全国医療的ケアライン家族会等交流

02-➁ 医療的ケア児支援法の改正



発達障害者支援法改正を目指して
2026年4月 一般社団法人日本発達障害ネットワーク（JDDnet） 顧問に就任
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02-➂
JDDネット正副理事長会・理事会・法改正の各団体ヒアリング：計10回
2026年6月5日（全国特別支援学級校長会） ・6月21日理事会

発達障害の支援を考える議員連盟役員会
2026年4月24日:JDDネット顧問として参加

長崎市訪問2026年3月21日 岩永竜一郎教授と 要望の実現！岩永教授とこども家庭庁との意見交換会（2026年4月21日）



障害者の「親なきあと」支援
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03-➀
・障害者の家族の８５％が「親なきあと」の不安
・対策：ワンストップの相談窓口と体制、住まいなど安心して生活できる
地域支援体制の整備

【日本財団】
≪障害者の「親なきあと」サポートプロジェクト≫
・障害者の「親なきあと」に関する意識・実態調査
・知的障害者インクルージョン実践セミナー２０２６」など展開（６回）

3月14日・知的障害者の社会参加 ／ 6月6日・地域移行について ／
7月4日・入所施設について －セミナーで講師と方々と記念撮影－

【LITALICO】
LITALICOライフ：様々な相談の支援 LITALICO長谷川らと懇談
4月18日・4月24日・5月25日・7月9日

【全国手をつなぐ育成会連合会】
「親なきあと」を支援する地域生活支援拠点事業を全国各自治体へ

又村事務局長らと懇談 7月7日

≪障害者の「親なきあと」サポートプロジェクト≫



© 2026 山本博司 All Rights Reserved. 22 / 25

各種イベント・講演会などに登壇
2025年10月9日 大阪・関西万博
障害者の文化芸術国際フェスティバル（大阪）

03-➁

2026年7月14日 ぜんち共済２
０周年記念鼎談（野田聖子衆議
院議員・榎本社長と）（東京）

2025年11月6日
第38回Bluesky勉強会 開催

2025年11月8・9日 全国手
をつなぐ育成会連合会 全
国大会（東京）

2025年11月20日 たちかわIT交流会 講演
「障害福祉の状況と障害者雇用」（東京）

2025年11月30日 KHJ全国ひきこもり
家族会連合会全国大会in大阪（大阪）

2025年12月4日 多摩都市
構想研究会 講演「過疎対
策と離島振興」（東京）

2026年２月14日 ぜんち共済オンライン
セミナー「障害者就労の今」（東京）

2026年3月27日~29日
「アメニティーフォーラム２９」

国会議員セッション（埼玉県秩父市）

2026年4月22日 NPO法人輝
HIKARI新入職式にて特別講演



議員勇退後1年間の歩み

2本
法律の成立・改正

（高次脳機能障害／医療的ケア児）

8→13 →20
デジタル化参加施設 （ヵ所）

20都道府県
訪問した都道府県

議員という立場を離れてなお、現場に足を運び、声を聴き、政策につなぐ1年間だった。
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およそ180回の活動

1 障害者デジタルしごと応援事業を、全国の福祉施設・自治体へさらに拡大

2 高次脳機能障害者支援法の施行（令和8年4月～）を現場目線でフォロー

3 医療的ケア児支援法改正の実現に向けた働きかけ（令和8年7月２４日可決）

4 JDDnetや手をつなぐ育成会など、関係団体との連携をさらに深める

04
令和6年度 令和７年度 令和8年度
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参考・現在の活動先 ～障害福祉・IT関連・海洋海運・地方創生～

・公益財団法人 日本財団 公益事業部 アドバイザー
・一般社団法人 日本発達障害者ネットワーク（JDDネット） 顧問
・一般社団法人 全国古民家再生協会 相談役
・株式会社 LITALICO 顧問
・株式会社 シーアイ・パートナーズ 顧問
・東洋システム 株式会社 顧問
・株式会社 EPknoT 顧問
・特定非営利活動法人 輝HIKARI 理事

04



ご清聴ありがとうございました
障害のある方の「働く」を、デジタルの力で。

日本財団アドバイザー 山本博司
（ 前参議院議員）

yamamoto-hiroshi.net
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